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.… わ れ わ れ の 住む この 大 地 は 球形 で あり 、 ハマ ンタ ー ル と 呼ば れる 。 そ し て 、 こ れ 
を 取り 巻く 宇 軸 に は 、 数 多く の 恒星 が ある 。 太陽 も その 中 の ひと つ で ある 。… 

ハマ ンタ ー ル は 太陽 の 回 り を 公転 し て いる 惑星 で ある 。 し か し 、 太陽 を 回 る 惑星 は 
これ だ け で は な い 。 現在 の と ころ 、 モ ー ラ ー ス 、 ヴ ァ ー デ ィ ル 、 ハ マン ター ル 、 ム ー 
ダル 、 ア ケラ ー、 ユ ナー、 シ ラー、 ア ー ド ム (内 側 よ り ) の 存在 が 確認 され て いる 。 
た だ し 、『 捨 て られ た 神々 』 ヘ ル タ ス と の 精神 的 接触 に 成功 し た と 主張 する ファ ルフ ァ ッ 
クス の グリ エン ヌ に よれ ば 、 こ の 他 に 4 個 の 惑星 が 存在 する らし い 。 彼女 は それ ら に 
ナラ ン 、 プ レー ル 、 デ ジェ ンタ 、 ヴ ィ ン ス ター の 名 前 を 与え て いる 。 


昼間 は 太陽 の 光 で 見 えな い 恒 星 (ハマ ンタ ー ル 自身 の 回 転 に よる 全 天 的 移動 を 除い 
て は 不動 の 星 ) で ある が 、 夜 に は その 姿 を 現す 。 恒 星 は 満天 に 存在 する も の の 、 一 箇 
所 だ け 、 恒 星 の な い 空 白 部 分 一 一 正確 に は 、 全 天 で も っ と も 明る い フ ァ ス トー ル を 囲 
お 円 環状 の 暗黒 部 分 一 一 が 存在 する 。 神々 の 時 代 の 書物 に も この WW ZONTER 
し た も の が な いた め に 、 環 ? の 意味 や 存在 理由 に つい て 多く の 議論 が 戦わ され て きた 
が 、 信 頼 す る に 足る 説 は まだ 出 て いな い 。 た と えば 、「 恒 星 は 神 の JE TA), ቫ፳ 
て られ た 神々 』 の 封印 の 結果 が * 環 ? で ある 」 と いう フィ リア ギ ス の 説 は 、『 捨 て られ 
た 神々 』 以 外 に 、 数 え 切れ な い 数 の 神 の 存在 を 必要 と する (そん な 神々 が 存在 し な い 
こと は 神学 上 か ら 明 白 で ある ) し 、 ま た 、 ア ー リ ン 神 と エリ ー タ 神 と の 戦い の 際 に 消 
え 和 失せ た と いう リン スタ ー の 説 は 、 こ の 2 神 が 存 在 し て いた ころ の 古文 書 (カル キス 
ト 時 詞書 ) に 環 ′ が 描か れ て いる 事実 を 無視 し て いる 。 
民間 伝承 で は この "፳፲" は 不運 の 象徴 と 見 な され て いる 。 特に 、 半 ば 地平 線 に 隠れ 
た 状態 の “EY” で 闇 の 中 の 蝶 * 黒 虹 ′ な ど と 呼ば れる ) が 、 昼間 に 虹 の 出 た 場所 に 出 
た の を 見 る と 、 そ の 人 間 は 死ぬ と さえ 言わ れ て いる 。 
【 小 サイ ヴァ ル 著 : 『 ス カル ゲル ン 博 物 誌 』 第 1 章 よ り 抜 粋 】 
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『 こ の 世界 に は 2 種類 の 人 間 し か いな い 。 魔術 が 使え る 人 間 と 使え な い 人 間 だ 。』 と 
いう 言葉 が ある 。 これ は 真実 だ 。『 こ の 世界 に は 2 種類 の 人 間 し か いな い 。 左利き の 人 
間 と 左利き で な い 人 間 だ 。』 と いう 言葉 程度 に は 。 

率 運 に も ーー ある い は 不幸 に も 一 一 私 は 魔術 師 、 魔 術 が 使え る 人 間 で ある 。 そ れ 
故 、 何 度 と な く 普 通 の 人 間 か ら 『 ど うし て 魔術 が 使え る の か ? 』」 と 尋ね られ た 。 魔術 
師 な ら 誰 も が 記 か れ 、 そ し て 悩む 問題 で あろ う 。 私 自身 、 い まだ に この 解答 を 見 出す 
まで に は 至っ て いな い 。 モ ナー ル が そう 作り 給 い し 故 、 と し か 答え られ な い の で あ 
る 。 

この 質問 を 投げ か け て くる 者 た ちの 貌 に は 必ず 羨望 が 見 えた 。 彼ら の 心底 に ある 疑 
問 は 『 ど うし て 魔術 が 使え る の か 』 で は な く 、『 お 前 に 使え て な ぜ 俺 に は 使え な い の だ 』 
だ っ た の だ 。 彼ら は 知ら な い 、 我々 が その た め に 如何 な る 代償 を 払わ な けれ ば な ら な 
か っ た か を 。… 

われ われ 魔術 師 は 魔術 を 8 種 に 分 類 し て きた 。 火 の 魔術 、 風 の 魔術 、 気 の 魔術 、 土 
の 魔術 、 心 の 魔術 、 エネ ルギー の 魔術 、 神 聖 魔術 、 そ し て 暗黒 魔術 。 そ れ ぞ れ 同 じ 魔 
術 と 呼ば れ な が ら 、 修得 に は 全く 異な る 修業 を 要する 。 さ ら に 暗黒 魔術 は 過去 の 文書 
に その 名 前 が 記さ れ て いる の み で 、 少 な く と も 私 の 知る 限り で は 現存 し て いな い 。 





魔術 を 掛け る 方 法 を と こと で 述 べ る こと は で き な い が 、 基本 原理 だ け は 説明 し よう 。 
まず 、 魔術 に 必要 な 力 を 否 喚 する 。 そ し て 、 そ の 力 を 対象 に 作用 さき せる 。 こ れ だ け で 
ある 。 
召喚 は 非常 に 簡単 で 、 各 系 統 ご と に 異な る 一 定 の 動作 と 呪文 が 必要 な だ け で ある 。 
と ころ が 、 そ れ を 対象 に 作用 させ る 過程 は 、 非常 に 困難 と な る 。 力 が どこ に どの よう 
に 作用 する か は 、 術 者 の 意識 が 特定 の 状態 を 連続 し こと る こと に よっ て 決ま る の で あ 
5. 召喚 後 の 動 作 和 や 呪文 は その 意識 状態 を 作り 出す た め だ け の も の で あり 、 他 人 が 動 
作 あ る い は 呪文 を 完全 に 模 餅 し た と し て も 、 決し て 魔術 は 発効 し な い の で ある 。 い わ 
ゆる 魔術 師 の 修業 と いう も の は 、 そ の ほぼ 全て が 、 こ の 特定 の 意識 状態 を 特定 の 手順 
(呪文 、 動 作 な ど ) に よっ て 確実 に 生み 出せ る よう に する も の な の で ある 。 
いわ ゆる 「 魔 法 陣 」 は 、 こ の 「 特 定 の 意識 状態 」 を 形成 する た め の 一 手段 で あり 、 
魔法 陣 そ の も の の 存在 は 不 必要 と な る こと が 多い 。 魔法 陣形 成 の 過程 で 形作ら れ た 意 
識 の 作用 で 生ま れ た 魔力 は 、 魔法 陣 か ら 独 立 し て いる の だ 。 た だ し 、「 大 魔法 陣 」 と 呼 
ば れる も の は 、 魔 法 陣 と し て 配置 され た 物質 が 魔術 の 存続 に 関係 し て いる た め に 、 魔 
法 陣 の 破壊 が 魔力 の 破 壌 に つなが る (も っ と も 、 天 魔法 陣 を 施す ほど の 魔術 師 で あれ 
ば 、 そ の 魔法 陣 を 守護 する 別 の 魔術 を か ける こと を 忘れ る は ず は な い が )。 
【 魔 術 師 ペル サス の 書簡 より 抜粋 】 
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… ス カル ゲル ン と アト ラン に は 、 人 間 ・ エ ルフ ・ ド ワー フ の 国家 し か な い 。 他 の 種 
族 は 、 国家 体制 と いね うと ころ まで は 成熟 し て いな い 。 


Eshel Hee Gedy) 

エ シ ェ ル は 、 ス カル ゲル ン 中 央 に 位置 する アレ ー ル 大 森林 に ある エル フ の 国 で あ 
る 。 首 都 の 名 前 は ロー リン 。 こ の 国 の 存在 に よっ て 、 大 陸 ス カル ゲル ツン の 人 間 国 家 は 
南西 の アル ヴァ ー ド 、 北 の フ ァ ル ファ ックス 、 そ し て 南東 の エル ディ ン が 切り 離さ れ 
て いる 。 

アレ ー ル 大 森林 は エ シ ェ ル の 領土 と な っ て お り 、 人 間 そ の 他 が 足 を 踏み 入れ る こと 
は 許さ れ て いな い (ご さく 限ら れ た 者 だ けが 、「 ェ ルフ の 友 」 と し て エ シ ェ ル に 自由 に 入 
れる らし い が )。 そ れ ゆ え 、 エ シェ ル に つい て 詳し いこ と は ほとん ど 判 っ て いな い 。 ロ ー 
リン の 位置 すら 、 イ ノン 湖 の そば と し か 判明 し て いな い 。 


Grindael グリ ン デ ー ル 

エ シ ェ ル の 北西 、 ス カル ゲル ン の ガン ダー レン 山脈 (人 間 は ガン ハイ ム 山 脈 と 呼ぶ 
こと が 多い ) と エス タス の ロー ギル 山脈 に 中 が っ て 存在 する ドワーフ の 国 で ある 。 国 
全体 を 統一 する 支配 体制 は 存在 せ ず 、 い くつ か の 部 族 が 連合 し て いる 状態 らし い 。 か 
つて 、 エ シ ェ ル と グリ ン デ ー ル が 戦争 状態 に 陥っ た こと が あっ た が 、 現 在 で は 平和 状 
態 に ある 。 

グリ ン デ ー ル は 、 スカ ル ゲ ルン グ エ ス タス に お ける 金属 の も っ と も 大 き な 産 出 地 で 
ある 。 わ れ わ れ の 使う 金属 は 、 ほ と ん ど が と こ で 採れ た も の で ある と いっ て も 過言 で 
は な い だ ろ う 。 と ころ が 、 な ぜ か ドワーフ は 金属 製品 を 輸出 する こと に と だ わり を 持っ 
て お り 、 材 料 と し て の 金属 を 輸出 する こと は 断固 と し て 拒否 し て いる 。 そ れ ゆ え 、 わ 
れ わ れ が 加工 原料 を 彼ら か ら 輸 入 し よう と する 時 に は 、 例 えば 「 鉄 の 角柱 を 10 本 」 と 
いう 風 に 、 あ た か も それ が 製品 で ある か の ご と くに 交渉 し な けれ ば な ら な い の で あ 
る 。 そ うす れ ば 、 ち ゃ ん と 指定 し た 形状 の 材料 が 一 一 製作 者 の 刻印 付き で 一 一 送ら れ 
TERŻI 
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スカ ル ゲ ルン の 南東 部 を 占め る 国家 。 首都 の 名 前 も エル ディ ン 。 か つて は スカ ル ゲ 
ルン 大 陸 の うち 、 エ シェ ル と アル ヴァ ー ド を 除い た 全て の 地域 を 領地 と し て いた が 、 
2755 年 に 分 割 相続 に よっ て 現在 の エル ディ ン と ファ ルフ ァ ッ クス に 分 れ た 。 

1550 年 、 か つて の 統治 神 (現在 は 『 捨 て られ た 神々 』 と 呼ば れる ) ザ グ レ ン が この 
地 に て 復活 し た 。 人 間 を 次 々 に 狂人 に 変え て いっ た ザ グ レ ン は エル ディ ン を 恐 信 に 陥 
れ た が 、 つ い に は 魔術 師 バ イカ ラス の 作成 し た 巨大 な ゴー レム に 倒さ れ た 。 そ の ゴー 
レム は 今 で も ガン ゲッ クス 北西 の 荒野 に 横たわっ て いる と 言わ れる 。 


Fulfax ファ ルフ ァ ッ クス 

エル ディ ン か ら 分 離 ・ 独 立 し た 地域 。 首都 は スタ ン ザ ックス 。 

ファ ルフ ァ ッ クス が まだ エル ディ ン の 領土 で あっ た ころ 、 イオ ン 湖 に 怪物 が 棲息 し 
て お り 、 周 辺 に 多大 な 被害 を も た らし て いた 。 こ の モン スタ ー を 倒し た の は 女 騎士 ナ 
サリ ア で あっ た が 、 彼 女 も また この 戦い で 死亡 し た 。 ナ サリ ア の 業績 を 讃え る た め に 
結成 きれ た の が 、 か の 有名 な イオ ン 騎 士 団 で ある 。 

ファ ルフ ァ ッ クス の 分 離 独立 後 イ オン 騎士 団 は 同国 の 主力 騎士 団 と な っ た が 、2796 
年 、 復 活 し た 『 捨 て られ た 神々 』 エ ナリ ドー ル を 倒す た め 出 陣 、 住 務 は 果 し た も の の 
騎士 団 は ほぼ 壊滅 し た 。 


Ulverd RT 
スカ ル ゲ ルン 南西 部 に 位置 する 、 ス カル ゲル ン で 一 番 古 い 国 家 。 こ この 首都 へ クシ 
ス に は 、 大 陸 で 唯一 の エン ディ ー ン 教会 が ある 。 


Newell ネ ヴ ェ ル 

ネ ヴ ェ ル の 名 は 、( ア トラ ン 追 放 時 の ) 備 兵隊 長 の 名 前 か らき て いる 。 雪 深い 気候 ゆ 
え 、 豊 か な 国 で は な い 。 産業 的 基 艦 は 海産 物 と 木材 で ある が 、 ア トラ ン と は 反目 し て 
いる た め に 貿易 は 全て 海路 で 行なわ れ て いる 。 ま た 、 非常 に 優れ た 備 兵 を スカ ル ゲ ル 
ン の 各国 に 送り 出し て いる 。 


Atran | 2 な トド トラン 

か つて の アト ラン は 備 兵 騎士 の 輸出 国 と し て 世界 に 知ら れ て いた 。 ス カル ゲル ン の 
国々 の 剣 と な る こと に よっ て 、 自 国 の 安全 を 保っ て いた の で ある 。 し か し 、 ア トラ ン 
王位 を 襲っ た 愚 王 エル ゲ リ ス ト は 、 そ れ ら の 国 に 送っ た 剣 で その 合用 者 を 支配 し よう 
と 企ん だ 。 彼 は 、 当時 ファ ルフ ァ ッ クス に 送り 出し て いた 備 兵 隊 に ファ ルフ ァ ッ クス 
王宮 占領 の 命 を 与 を た 。 と ころ が 、 侯 兵隊 長 ネ ヴ ェ ル は これ に 従わ ず 、 王 に 真意 を 質 
す た め に 部 下 を 連れ て 急 避 帰国 の 途 に つい た 。 

エル ゲ リ ス ト は 国内 の 全 民 兵 軍 を 縛 に ネ ヴ ェ ル と 対面 し た 。 そ し て 、 フ ァ ル ファ ッ 
クス に 対す る 契約 不履行 と 、 王 命 反 送 の 符 で ネ ヴ ェ ル 及 び 彼 の 備 兵 た ち に 追放 を 言い 
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トー ル 山 脈 の 北 へ と 去っ た の で ある 。 だ が 、 彼 に 与え ぁ られ た も の は 汚名 と 失意 だ け で 
は な か っ た 。 王 よ り も 彼 の 人 格 を 信ずる 多く の 偽 兵 隊長 た ち も ネ ヴェ ル と 行動 を 共に 
し た の で あっ た 。 

その 後 、 さ ま ざ ま な 外交 努力 に より ネ ヴ ェ ル と スカ ル ゲ ルン 諸国 家 、 お よび アト ラ 
ン と スカ ル ゲ ルン 諸国 家 と の 関係 は 正常 化し た が 、 ネ ヴェ ル と アト ラン と の 関係 は 断 
絶 し た まま 今日 に 至っ て いる 。 


【 グ ロー デル 『 地 理 』 第 2 章 より 抜粋 】 










AW, 
ミナ レル ディ 


HUNT LU 


神 
KERRRIIIIII RI RI RI RRR II ISI I I I Se Fo SFI Se Fe Fe 


神学 上 、 神 は 、 モ ナー ル 、『 捨 て られ た 神々 』、 エ ン デ ィ ー ン 、 ヘ クサ ー ル の 4 種 に 
分 類 さ れ て いる 。 


モナ ー ル :: 

世界 創造 神 。 こ の 宇宙 を 創り あげ た 神 で ある 。 その後 、 モ ナー ル 神 は この 世界 か ら 
消え て 、 別 の 世界 の 創造 を 行なっ て いる と 言わ れる 。 

モナ ー ル 神 は 、 創 造 後 の 世 界 を 統治 きせ る べく 一 団 の 神々 ("捨て られ た 神々 』) を 
創造 し た が 、 彼ら の 統治 能力 に 不満 を お まえ た た め 、 モ ナー ル は それ ら の 神々 を 見 捨 
て て 、 新 た な 2 主神 エン ディ ー ン を 創造 し た 。 


『 捨 て られ た 神々 』: 

モナ ー ル が この 世界 の 統治 者 と し て 最初 に 創り あげ た 神々 。 当 時 は 単に 「 統 治 神 」 
と 呼ば れ て いた 。 だ が 、「 統 治 神 」 の 各 神 は 統一 人 性 に 欠け 、 世 界 は 混 池 状 態 に 陥っ た 。 
その た め 、「 統 治 神 」 は モナ ー ル か ら 見 限ら れ て エン ディ ー ン に 統治 神 の 地位 を 奪わ れ 
た 。 そ の 際 、 神 と し て の 能力 を 大 幅 に 制限 され て 、 こ の 世界 の 各地 に 封 EH さ れ た た め 
に 、『 和 捨て られ た 神々 』 と 呼ば れる よう に な っ た 。 

「 エ ン デ ィ ー ン の 闘争 」 以 後 、『 捨 て られ た 神々 』 が 封印 を 打ち 破っ て この 世界 に 帰 
選 し た こと が 何 度 か ある 。 し か し 、 そ の 度 に 人 間 た ちの 手 に よっ て 破壊 、 あ る に い は 再 
封殺 され て いる 。 

『 捨 て られ た 神々 』 は 、 現在 の と ころ 少な く と も 85 柱 の 存在 が 確認 され て いる が 、 総 
数 は 不明 で ある 。 名 前 の 判明 し て いる 『 捨 て られ た 神々 』 を 以下 に 示す : 


ゼル ト , デュ ダー, アル ニス , ドン ター, ヘル タス , カン ダー, 
エナ リド ー ル , セリ ズ , サル デラ ン , イオ ン デ ィ ル , 

ヴェ スカ ヴェ ル , VIS, アイ ゼン マル , スラ スベ ルス , 

オン デリ ッ ク , エル ミオ ー ル , ザ グ レ ン 


eA fermi 

第 2 の 世界 統治 者 。 ア ー リ ン と エリ ー タ の 双 神 で ある 。 し か し 、 と の 2 神 は 対立 し 
て 、 互いに 滅び た (「 エ ン デ ィ ー ン の 闘争 」)。 現在 の 暦 は この 年 を 0 年 と し て いる か 
ら 、 ご この 事件 は 2810 年 前 の は ず で ある 。 

エン ディ ー ン 対立 の 原因 は わか ら な い 。 何 の 前 触れ も な く 、 た だ 、 あ る 日 突然 この 
2 神 が 戦 い 、 そ し て 消え て いっ た の で ある 。 


ヘ へ クサ ー ル .: 

エン ディ ー ン が 創り 出し た 6 柱 の 小 神 た ち (アル ドリ ス 、 イ ルト マー ル 、 メ スレ ー 
ラ 、 レデ ラス 、 サレ ノー ル 、 ザ ロ ネッ ト )。 エン ディ ー ン が 倒れ た 後 、 こ の 世界 に 唯一 
残っ て いる 神々 で ある 。『 捨 て られ た 神々 』、 そ し て エン ディ ー ン は 世界 を 積極 的 に 統 
治し て いた が 、「 ェ ン デ ィ ー ン の 闘争 」 以後 、 つ まり ヘ へ クサ ー ル の 時 代 と な っ て か ら 
は 、 神 の 関与 は 激減 し た 。 そ の 理由 が ヘ へ クサ ー ル 自身 の 口 か ら 語 られ た こと は な いも 
の の 、『 捨 て られ た 神々 』 の 二の舞 を 恐れ て で は な いか と いう 説 が 一 般 に は 流布 し て い 
る 。 
「 エ ン デ ィ ー ン の 闘争 」 以 前 の 歴史 書 や 伝説 に は 、 死者 復活 を は じ め 現 在 で は 考え ら 
れ な いよ うな 神聖 魔術 が 語ら れ て いる 。 そ れ は 、 神聖 魔術 が 神 の 関与 を 力 の 源泉 に し 
て いる た めで あっ て 、 神 の 関与 が 大 きか っ た BA, 以前 は 実際 に そう いっ た !፳8፡) 
が 可能 だ っ た の で ある 。 


【 グ レン リン デ 『 エ ル の 書 』 よ り 抜 粋 】 


生物 
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amphisbaena だ な ジィ イィ イ バイ チ 

前 後に 頭 を 持つ 毒蛇 。 全 長 1 m 程 度 で 、 REIT RR 2S FES. 噛み つい 
た 時 に 注入 する だ け で な く 、 相 手 に 吐き つけ る こと も 可能 。 頭 が ふたつ ある た め 、 通 
常 は 、 ど ちら か 一 方 の 頭 が 前 に 位置 し 、 も う 一 方 は 後方 を 向く こと に な る 。 ま た 、 戦 
闘 時 に は 身体 を 曲げ て 、 ふ た つの 頭 が 同じ 相手 を 攻撃 する こと も で きる 。 

賢者 ネクス トス の 報告 に よれ ば 、 こ の 蛇 は 体 の 中 央 に 産卵 回 が あっ て そこ か ら 産 卵 
する 。 し か も 、 二 匹 の アム フィ スバ イナ が 交尾 し な く て も 産卵 で きる らし い 。 ま た 、 
前 方 に く る 頭 は 常に 一 定 で 、 ふた つの 頭 は 同格 と いう わけ で は な いと も 賢者 は 伝え て 
いる 。 お そら く 雄 の 頭 と 雌 の 頭 が ひと つ ず つ 付 いて いる の で あろ う が 、 わ れ わ れ が そ 
れ を 見 分 ける こと は 不可 能 に 違い な い 。 


basilisk バシ リス ク 

全長 1 フィ ー ト ほど の 灰色 の 蛇 で 、 白い 斑点 が ある 。 ま た 頭 部 に は 菱形 の 模様 が あ 
る 。 そ の 体液 に は 生物 を 石化 する 効果 が あり 、 非 常に 危険 で ある 。 報告 に よれ ば 、 こ 
OWEASH: ረ 息 に すら その 力 が ある らし い 。 普通 の 蛇 は 体 を 水平 方 向 に 渡 打 た せ て 移動 
する が 、 バ シリ スク は 体 を 垂直 方 向 に 波 打 た せ て 進む の で 、 見 分 ける の は さして 難し 
く な い だ ろ う 。 


behir ベ ヒ ー ル 
巨大 な 下 カ ゲ 。 雄 は 背中 に 細長 いこ ぶ が あり 、 頭 に 角 状 の 突起 が 2 本 ある 。 長い 舌 
を 持ち 、 そ れ を 相手 に 巻き つけ て 攻撃 する が 、 雄 は その 時 に 電撃 を 放つ こと が ある 。 


caeruleus ケル レウス 

河 に 棲む 非常 に 巨大 な 生物 。 形状 は ミミ ズ そ っ くり だ が 、 全身 が 深い 青色 で 、 一端 
に 円 形 の 口 を 持つ 。 全長 は 軽く 30m に 達する と 言わ れる 。 河 の そば を 陸上 動物 が 通り 
か か る と 、 水 中 か ら 虫 りか か っ て 呑み 込ん で し まう 。 


catoblepas カト ブレ パス 

水辺 に 棲む 、 水 和牛 に 似 た 頭 が 長い 頸 に つい た 、 緩 慢 な 動物 で ある が 、 そ の 眼 は いわ 
ゆる 邪 眼 で ある 。 こ れ に 脱 まれ て 生き て 帰っ た も の は 稀 で ある 。 も っ と も 体 の 割 に 豆 
部 が 大 きい た め に 通常 は 頭 を 下げ て いる こと が 多く 、 こ ちら が 先 に 発見 し きえ すれ ば 
そう 怖く は な い 。 


cockatrice コカ トリ ス 

コカ トリ ス は 鶏 に 似 た 生物 で ある 。 と ころ が 世間 の 一 部 に は 、 コ カト リス は 蛇 で あ 
る と いう 説 を 信じ て いる 者 も いる 。 これ は 、 十 代 の 書 の 中 で バジ リス ク を 「 コ カト リ 
ス ・ サ ー ペ ント 」 と 呼ん を で いた こと か ら 生 じ た 誤 解 で ある 。 

上 記 か ら も 判る よう に 、 コ カト リス に は バジ リス ク と 同じ 石 公 能 力 が ある 。 た だ 
し 、 バジ リス ク で は その 役割 は 体液 が た 果して いた が 、 コ カト リス は 羽毛 に その 能力 が 
ある 。 


dragon, 
wyvern, 
wyrm 

森 や 山岳 地帯 に 棲む 巨大 
な 生物 で 、 ド ラゴン 族 と 総 
MENS. MIRO HR 
の よう な 翼 を 持つ 。 肢 を 持 
た な いも の を ワー ム 、2 肢 
の も の を ワイ ヴァ ー ン 、4 
肢 の も の を ドラ ゴン と 称し 
て 区 別 さ れ て きた が 、6 股 
ある い は 奇数 の 肢 を 持っ た 
ドラ ゴン も 報告 され て い 
る 。 伝説 の 中 に は 、 人 間 以 
上 の 知恵 と 魔力 を 持っ た 竜 
が 登場 する が 、 そ れ ら は 現 
存する これ ら ド ラゴン 族 と 
は 異な る 生物 の よう だ 。 





duroceros デュ ロ セ ロス 

エル ディ ン の 湿地 に 棲む 大 型 の 貴 乳 類 で 、 頭 に 大 き な 角 を 持つ 。 そ し て 、 全 身 は 鎧 
の よう な 甲羅 で 包ま れ て いる 。 性 格 は 温厚 だ が 、 縄 張り へ の 侵入 者 に 対し て は その 角 
を 武器 と し て 徹底 的 に 戦う と 言わ れ て いる 。 こ の 習性 と 姿 か ら 、 デ ュ ロ セロ ス を 紋章 
た 取り 込ん で いる 騎士 も 多い 。 


dwarf ን ドワーフ 

エル フ 、 人 間 と 並ん で 、 こ の 世界 の 三 大 種族 を 形成 する 人 間 型 種族 。 場所 に よっ て 
は ドウ ォ ー フ と も 呼ば れる 。 身長 は われ われ 人 間 よ り も か な り 小 さい が 、 力 は 人 間 を 
越え る 。 雄 は 非常 に 明 が 濃く 、 胸 まで 長く 伸 し て いる (も っ と も 、 人 間 型 種族 の 中 で 
昆 を 剃っ た り 髪 を 切っ た りす る の は 人 間 だ け で ある が )。 


elf TID 

われ われ 人 間 に 似 て いる が 、 PP/MAC, biż EMBoREHAReHO, 毛髪 は ブ 
ロン ド か ら 銀 。 瞳 の 色 は 、 ヴ ァ イ オ レッ ト か ら 澄 い 緑 まで さま ざま で ある 。 人類 に 比 
べ て 遥か に 寿命 が 長い が 、 エ ルフ は ある 程度 まで 成長 する と それ 以後 外観 が 変化 し な 
いた め に 、 ま る で 寿命 が 短い か の よう に 見 える (つま り 、 老 いた 姿 の エル フ は いな い 
UA Gace 

エル フ は 、 人 間 、 ド ワー フ と 並ぶ 知 的 種 座 で ある 。 し か し 、 エ ルフ 以外 の 種族 と の 
接触 を 好ま な いた め 、 正 確 な と ころ は 判っ て いな い 。 

森 を 好む エル フ は 、 そ の ほとん ど が アレ ー ル 大 森林 に 暮し て いる 。 し か し 、 ス カル 
ゲル ン に 散在 する 小さ な 森 の 多く に は 、 そ の 森 を 護る エル フ の 集落 が ある と 言わ れ て 
いる 。 


giant ジャ イア ント 

身の丈 4m を 越え る 生物 で 、 森 や 山 績 地帯 に 棲 邊 する 。 ほ と ん ど が 人 間 型 だ が 、 と 
きど き 頭 が 二 つ 、 あ る い は 三 つ あ る 個体 も 目撃 され て いる 。 一般に 、 ジ ャ イア ント は 
の ろ ま で 愚 急 で ある と 思わ れ て いる が 、 こ れ は 事実 で は な い 。 実際 に は 、 か な り 機 敏 
な 動作 が で きる 。 
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goblin コン ジン 

小柄 な 人 間 型 種族 。 頭蓋 は 平坦 で 中 央 部 だ けが 隆起 し て いる 。 眉 は 太く 、 耳 は と が っ 
て いる 。 手足 は 細長 い 。 知 能 は 低い 。 好 戦 的 種族 で は な く 、 通 常 は 人 間 の 土地 か ら 離 
れ な た 場所 で 平和 に 暮し て いる が 、 時 と し て オー ク な どの 手下 と し て 使わ れる こと が あ 
る 。 





ረ 
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=o 








Goblin 


harpy ያላ” = 

人 間 女 性 の 胸 と 頭 を 持つ 大 型 の 鳥 。 し か し 、 人 間 に 似 て いる の は 外見 だ け で あり 、 
知能 に 関し て は た だ の 鳥 で ある 。 

雄 雌 と も に 頭 部 ・ 胸 は 人 間 女 性 で あり 、 ま た 授乳 は 行なわ な いこ と か ら (卵生 で あ 
る )、 ハ ー ビ ピー の 持つ 特異 な 外見 は 、 偽 装 の た め の も の で ある と 思わ れる 。 ペリ トン ( 後 
WD) の よう な 合成 生物 で は な い に 違 いあ る まい 。 
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hvdra バイ ドラ 

エル ディ ン の 湿地 に は 、 ハイ ドラ と 呼ば れる 数 多く の 頭 を 持つ 怪物 が 棲む 。 直接 の 
目撃 談 が ほとん ど な い た め に 、 ハイ ドラ に つい て 詳し く は 判っ て いな い が 、 体 は 竜 頻 
に 似 て 、 長い 首 が 何 本 も 生え て お り 、 首 の 先端 に は 人 間 に 似 た 頭 が 付い て いる らし 
い 。 


javelin snake ジャ ヴェ リン ・ ス ネー ク 

長き 1 m ほ どの 毒蛇 で ある が 、 四 足 動物 の 死角 で ある 首筋 に 樹 上 か ら 跳 び か か る の 
を 得意 と する 。 ジ ャ ヴェ リン GRR) の 名 前 は 、 跳 躍 時 に 体 の 前 半 が 細長 く 伸 び て 
投げ 檎 に 似 た 次 に な る と ころ か ら 与 えら れ な た 。 


kobold コ ボ ルト 
ゴブ リン より も 小型 の 人 間 型 種族 。 肌 の 色 は 青色 で 、 頭髪 、 眉毛 は な い 。 顎 と 眼 は 
小さ く 、 鼻 が 極端 に 大 きい 。 た いて い は 地下 に 棲む 。 


leucrocota りー クコ ヨッ 和久 


corocotta GAGS 

リュ ー ク ロコ ッ タ は 中 型 の 偶 貴 動物 で 、 脚 は 細長 く 、 非 常に 素早 に い 。 巨 大 な 口 を 持っ 
て お り 、 し か も 、 人 間 な ど と は 違っ て 吾 の 骨 が その まま 歯 を 形成 し て いる 。 そ の た 

、 リ ュー クロ コッ タ に 噛み 付か れれ ば 、 こ の 硬い 歯 で 骨 ま で 砕 か れる 可能 人 性 が あ 
る 。 

こと の お そる べき 骨 の 歯 は 、 リ ュー クロ コッ タ の 武器 で も ある が 、 ま た 弱点 と も な っ 
て いる 。 岩 な ど に 誤っ て 噛み 付い て し まっ て 歯 が 折 れ で も し た ら 、 致 命 傷 に も な りか 
ね な いか ら で あ る 。 

リュ ー ク ロコ ッ タ の も う ひ と つの 武器 は その 声帯 で ある 。 さ ま ざ ま な 動物 の 鳴き 声 
を 真似 る 2 こと が で き 、 そ れ に よっ て 餌 を お びき 寄せ る こと が で きる の だ 。 人間 も その 
例外 で は な い 。 

クロ コッ タ は リュ ー ク ロコ ッ タ に よく 似 た 猛獣 で 、 リ ュー クロ コッ タタ と 同じ く 骨 の 
歯 列 を 持ち 、 ま た 他 の 動物 の 声 を 模 胡 する こと が で きる 。 た だ 、 脚 は 猫 科 の 猛獣 に 似 
た も の で 、 リ ュー クロ コッ タ ほ と ど と 敏 捧 で は な い 。 一説 に よれ ば 、 ク ロコ ッ タ は 、 ハ イ 
エナ と ライ オン を 掛け 合わ せ て リュ ー ク ロコ ッ タ を 人 為 的 に 生み だ そう と し た 魔術 師 " 
の 作品 で ある と 言わ れる 。 
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ogre オグ ル 
身長 3 m ほ どの 人 間 型 肉食 動物 。 狂 暴 か つ 残 忍 。 も し オグ ル が 多 産 で あれ ば 、 こ の 
世界 は 彼ら の も の に な っ て いた で あろ う 。 


orc ጋታ ጋሪ 

非常 に 好戦 的 な 、 KOK 3 theo te A, ARS PH, ፳ቼ=ኤኢ:132ጻ HE 
ወጋ፳ሻታ5ኾኳመ8ጄፍፎር8፡9ህጢፒ!›5. FIOM CAA EUR L. AIRED Wo LTR 
は な い 。 そ の た め 、 わ れ わ れ 人 間 の 社会 の 強力 な 敵対 者 と な っ て いる が 、 オ ー ク は 魔 
術 の 能力 に お いて 人 間 に か な り 劣 る た め に 、 深刻 な 被害 を 受け る まで に は 至っ て いな 
い 。 雌 は 厚 化粧 を する 。 


phoenix Peay OA 

PBPK SIRI TO SDS, ጀ8ደወቼጁ፳:›:።ሯኗቹዕ8ቿፎፒዌኒ ቼሜሠዘሠ፲ር:88፪ 
色 、 そ し て 頸 の 周り に 金色 の 羽毛 が 散ら ば る 鳥 。 頭 部 に は 鶏 の よう な と さか が ある 。 
目撃 談 を 総合 する と 、 こ の 鳥 は 常に 一 羽 で 行動 し て いる よう で ある が 、 目撃 者 に よる 
その フェ ニッ クス の 描写 は どれ も が まっ た く 同 じ で ある 。 つ まり 、 こ の 鳥 は 世界 に 一 
羽 し か 存在 し て いな いよ うに 思え る 。 も っ と も 、 数 百年 に わた っ て 目撃 され て いる こ 
と か ら 考 えれ ば 、 そ の よう な こと が ある と は 考え られ な い 。 お そら く 、 個 体 差 が ほ と 
ん ど 無 い 種 な の で あろ 3, 


13 


roc ロッ ク 

伝説 な ど で 語ら れる 巨 鳥 で ある が 、 実在 する 。 目撃 談 を 総合 する と 、 ロッ ク は 高山 
地帯 に 棲む 巨大 な 猛 高 類 で 、 噛 の 長 さ は 人 間 の 身長 を 越え ん る ほど で ある 。 

ロッ ク は も ちろ ん 肉食 で あり 、 目 撃 談 も 、 環 われ た 時 の も の が 多い 。 体形 が 鷲 に 酷 
似 し て いる の で 、 高 空 を 飛翔 する ロッ ク を 見 て も 、 た だ の 猛 高 だ と 思っ て し まい 、 ሟ 
が つか な い の で あろ う 。 飛行 中 の 魔術 師 が 遭遇 し た も の を 除け ば 、 高空 の ロッ ク を 確 
認 し た 例 は 、 い ずれ も 、 急 に あたり が 暗く な っ た の に 驚い て 空 を 見 上 げ る と 、 ロ ッ ク 
が 太陽 を 覆い 隠し て いた と いう も の で ある 。 

ロッ ク に 捕え を られ て 、 し か も 生き 延び た 例 は 、 一 件 し か な い 。 そ れ は 、 ア トラ ン の 
デリ オフ ァ リ ム が 自身 の 体験 と し て 記録 し て いる も の で ある 。 


「 幹 を 一 周 す る の に 半 時 間 か か る ぐら い 巨 大 な が オー ク の 木の下 
で 一 夜 を 明 し た 私 は 、 突然 頭上 か ら 降っ て きた 白っぽい 泥 に う 
ず ま っ て し まっ た 。 驚 いて 上 を 見 る と 、 人 遥か 上 空 の 大 枝 か ら ロ ッ 
ク が 急降下 し て くる の が 見 えた 。 今や 私 を 胸 ま で 埋め つく し て 
いる 泥 は 、 こ いつ の 糞 だ っ た の だ 。 Raw) yA IIXIE 
の 下 で 転がっ て いる し 、 魔 術 を 使 お うに も 口 の 中 は 糞 だ ら け 
で 、 な すす べ が な か っ た の で ある 。 

私 を 掴ん だ ロッ ク が 高空 に 舞 上 が る と 、 別 の ロッ ク が 下方 か 
ら 舞い 上 が っ て きた 。 そ し て 、 こ の 2 羽 の 巨 島 は 、 私 を めぐ っ 
て 争い を 始め た の で ある 。 幸運 に も 、 私 を 掴ん で いた ロッ ク が 
早々 に 勝利 を 収め た た め に 、 大 地 へ と 落下 する こと も 、2 羽 の 
釣 爪 で 引き 裂 か れる こと も な か っ た 。 だ が 、 依然 と し て 私 は 死 
の 顎 に 捕 を られ た まま で ある こと に 変り は な か っ た の で ある 。 

と ころ が 、 ロ ッ ク の 上 巣 に 着き 、 い よい よ 食 べら れる と いう 段 
に な っ て 、 私 の 幸運 は 尋常 で は な いこ と に 気がつい た 。 な ん 
と 、 先 ほど の 戦い で 、 こ の ロッ ク は 下 嗜 を 中 ほど か ら 和 失っ て い 
た の で ある ! その お か げ で 、 私 は そい つの 食事 と な り 果 て ず 
に 済み 、 こ うし て 生き 延び て いる わけ な の だ 」 


も っ と も 、 デ リオ ファ リム は 単なる ほら 吹き で ある と いう 説 も ある の で 、 こ の 報告 
を 鵜呑み に する こと は で き な い の だ が 。 
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Salamandar - サラ マン ダー 

白い 斑点 を 持っ た 、 全長 1.5m ほ どの 赤色 の 賜 申 類 。 この 生物 は 、 燃え さか る 人 炎 の な 
か で も 生き て いら れる と 言わ れ て いる が 、 そ の 理由 と し て は 相反 する 2 種類 の 説 が 存 
在 する 。 

まず 、 サ ラマ ンダ ー は そば に 寄る だ け で 凍死 する ぐら い 体温 が 非常 に 低い た め に 、 
熱 や 炎 に 耐え られ る と いう 説 。 そ し て 、 サ ラマ ンダ ー 自 身 が 炎 の 怪物 で あっ て 、 上 炎 は 
益 に な りこ と そ す れ 、 害 に な る こと は な いと いう 説 で ある 。 





RWW IX a, ; 
SN 2 8 ከ ji NR wan 
WAR GO OUI INTIS 4 ላ 
QRS RUIN UN Ne AN —— 
fi * VES ien NN 
4 7 : > SSA ኣነ ጊር SE 0 
JA SANT ፣ aa 
ここ へ 
troll トロ ー ル 


森 や 丘 に 棲む 、 身 長 3 m ほ どの 人 間 型 生物 。 皮膚 は 緑色 で 、 ご つ ご つと し て いる 。 
用 が 肥大 し て いる の で 、 眼 は 瞳 の 部 分 し か 外 か ら は 見 えな い 。 人 間 型 生物 で は ある 
が 、 知 性 は 僅か な も の で 、 道具 な ど は 用 い ず 、 自 然 の 洞窟 を ね ぐら に し て いる 。 肉体 
WEB OTR CHO. し か も 肉食 で ある か ら 、 わ れ わ れ に と っ て は 非常 に 危険 な 生 
物 で ある 。 
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vodvanoi ヴォ ジャ ノー イ 

エル ディ ン の 湿地 に 棲む 怪物 。 ヴ ォ ジ ャ ノー イ に 言及 し た 書物 は 少な く な い 。 し か 
し 、 そ の 多く が 、 ヴ ォ ジ ャ ノー イ を 泥 人 間 と し か 形容 し て お ら ず 、 は っ きり と 形態 を 
描写 し た も の は わずか で ある 。 そ の よう な 書物 の 中 で 、 も っ と も 有名 な の は ガン ゲッ 
クス の 文書 館 に 残さ れ て いる スク ロー ル で ある 。 こ れ の 著者 は 、 ホ ー リ ュー 沼 (エル 
ディ ン 中 央 部 に 点 在 す る 沼地 の ひと つ ) の そば で 馬車 が 壊れ 、 仲 間 が 代り の 馬車 を 取っ 
て くる まで の 間 、 荷 物 の 番 を する た め に 残さ れ た 時 に ヴォ ジャ ノー イ に 出会っ た : . 


… 結 局 、 私 は オド ル と 共に ホー リュ ー 沼 で 待つ こと に な っ た 。 
別に 不安 を 感じ は し な か っ た 。 な ん と いっ て も 荷物 は ここ に あ 
る の だ か ら 、 別 の 馬車 を 工面 し に 行っ た ハン ゼン と ユー ゴー ル 
の 方 が 不安 だ っ た だ ろう 。 

太陽 が 沈む ころ 、 突 然 、 馬 た ち が 騒 ぎ だ し た 。 そ し て 、 沼 の 
方 か ら 大 き な 水 音 が 聞え た 。 あ わ て て そちら を 見 た が 、 ち ょ う 
ど 太 陽 は 沼 の 反対 側 に 沈 も うと し て いた の で 、 ほ と ん ど 何 も 見 
えな か っ た 。 今 か ら 思 えば その 時 に 逃げ 出せ ば よかっ た の で は 
ある が 、 荷 物 を 捨て て は お け な か っ た 。 仕方 な く 、 火 を 尊い て 
朝 を 待つ こと に な っ た 。 

黒 虹 が 夜空 に 現れ る 頃 、 馬 が また 暴れ 出し た 。 オ ドル は 、 8 
を 唇 に あて て 私 を 制 し な が ら 、 剣 を 抜い て 沼 へ と 近付い て いっ 
た 。 し ば らく する と 、 叫 び 声 と 水 音 が あがっ た 。 沼 まで は 送 き 
火 の 光 が 届か な か っ た の で 、 一 人 残さ れ た 私 に は 何 が 起き た か 
判ら な か っ た 。 す ぐに 、 べ ちゃ べ ち ゃ と いう 音 を た て な が ら 泥 
まみ れ の オド ル が 戻っ て きた 一 一 手 に 剣 を 下げ て いた た め 、 私 
に は そい つが オド ル だ と 思っ た の だ 。 だ が 、 225 KAHAN TU 
と きわ 大 き な 秋 が 上 が っ た 時 、 そ いつ が オド ル で は な いこ と が 
Ee a 全身 が 鱗 で 覆 わ れ て いた 。 


うな ら 、 そ いつ の 姿 を も っ と 詳し 説明 で きる 。 ツ ォ ジ ャ ノー 
ተ (あの 夜 に は この 名 前 を 知ら な か っ た ) の 青 緑色 の 鱗 は 人 間 
の 親指 の 瓜 ヾ らい の 大 き さ で 、 手の平 と 足 の 裏 、 そ し て 顔 以外 
を 覆っ て いる 。 耳 委 は な く 、 か わり に 耳 の 穴 を 寒 ぐ 小 さ な 肉 普 
が 備 っ て いる 。 日頃 は 魚や 小動物 を 捕食 し て いる が 、 人 間 女 性 
の 肉 は ヴォ ジャ ノー イ の 味覚 を も っ と も 満足 させ る (壊れ た 馬 
車 の 中 の 「 和 荷物 」 は そい つ を 興奮 きせ た だ ろう 。 若 い 娘 を 食す 
る 機会 は めった に 無かっ た だ ろう か ら )。 指 は 節 く れ 立 っ て いる 
が 、 器 用 さ は 人 間 に 劣 ら ず 、 ペ ン さ え 持 て る … 
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〇 、『 捨 て られ た 神々 」 の 創造 物 

『 挫 て られ た 神々 』 に この 世界 が 委ね られ て いた 時 代 、 彼ら は モナ ー ル の 創造 物 を 手 
本 と し て さま ざま な 生物 を 生み 出し た 。 そ れ ら の 多く は 『 捨 て られ た 神々 』 封印 の 後 
に 減 び 去っ た が 、 中 に は まだ 生き 延び て いる も の も いる 。 現在 この 世界 に 見 られ る 、 
いく つか の 動物 の 特徴 を 併せ 持っ た 和 怪物 は 、 ほ と ん ど が これ ら の 哀れ な 生物 た ち で あ 
る と 言わ れ て いる 。 


chimera キメ ラ 

獅子 の 首 に 山 開 と 蛇 の 頭 が 付い た 一 統 子 の 頭 も ある が 一 的 食 獣 。 体格 は 獅子 よ 
り も 大 きい 。 山 岳 地 帯 に 棲む と 言わ れる が 、 平 地 で の 目撃 報告 も 多い 。 

か つて へ クシ ス の 宮廷 魔術 師 で あっ た ガイ ゲイ リー は この 怪物 に つい て 、 


獅子 は 山羊 を 食らい 、 山羊 は 蛇 を 踏み 殺し 、 蛇 は 獅子 を 毒殺 
する 。 こ の 三 者 が ひと つの も の と な っ た キメ ラ は 、 同 じ 種族 内 
で 殺し あう 人 間 型 種族 に 対す る 『 捨 て られ た 神々 』 の 皮肉 で あ 
る 。 


と 書き 残し て いる が 、 キ メラ が 「 自 殺 」 es キメ ラ 同 士 で 殺し あう と ころ を 目撃 
し た 者 は いな い 。 
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cariatide カリ アテ デ ティー ド 

カリ アテ ィ ー ド は 岩石 の 体 を 持っ た 生物 で 、 翼 を 持つ も の も いれ ば 、 体 中 に と げ を 
生やし た も の 、 果 て は 人 間 女 性 の 次 を し た も の も いる 。 

岩石 や 金属 で 作ら れ た 生命 体 は 、 普通 「 ゴ ー レ ム 」 と 呼ば れ 、 カ リア ティ ー ド も そ 
の 一 種 で ある こと は まち が いな い 。 た だ 、 カ リア ティ ー ド は 、 他 の 生物 に 対し て 攻撃 
で ある こと と 、 和 石柱 や ガー ゴイ ル に 擬態 する こと が 特徴 で ある 。 

カリ アテ ィ ー ド の 正体 に つい て は 今 な お 不明 な 点 が 多い 。 ス タン ザッ クス の ヴェ リ 
ダン に よれ ば 、 


「 カ リア ティ ー ド は カリ アテ ィ ー ド と し て 生ま れ た も の で は な 
ta, 還俗 て られ た 神々 』 が 下僕 と し て 作り 出し た ゴー レム が 、『 捨 
て られ た 神々 』 の 封印 に よっ て 主人 を 失い 、 変 容 し て 生ま れ た 
の が カリ アテ ィ ー ド で ある 。」 


で あり 、 ま た 、 ミ ナレ ルディ の クラ トッ は 、 


「F『 捨 て られ た 神々 』 は 下僕 と し て 数 多く の ゴー レム を 使用 し 
て いた が 、 そ れ ら の ゴー レム の 中 に は 、 生 命 力 を 与え る 力 を 付 
与 さ きれ て いた も の も いた 。『 捨 て られ た 神々 』 が 封印 され た 時 、 
その 中 の 一 体 が 精神 に 異常 を きた し 、 今 日 に いた る まで 怪物 を 
岩 か ら 削り 出し て いる 。 そ れ が カリ アテ ィ ー ド で ある 。 つ ま 
り 、 カ リア ティ ー ド は ゴー レム が 作り 出し て いる の だ 。」 


と 語っ て いる 。 
griffon グフ クォン シン 
巨大 な 驚 の 後に 獅子 の 下半身 を つなげ た よう な 怪物 。 よ り 正 確 に は 、 和 獅子 の 背中 に 


羽根 を 付け 、 前足 と 頭 を 区 に し た も の 。 た だ し 、 大 き さ は ふつ う の 獅 子 と は 比べ も の 
に な ら な い ほ ど 大 きい 。 
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馬 の 体 と 落 の 頭 、 羽 根 、 足 を 持つ ヒッ ポ グ リフ は 、 雄 グリ フォ ン と 雌 馬 の 間 の 雑種 
で ある と 一 般 に は 信じ られ て いる 。 確か に 、 ヒ ッ ポ グリ フ は 外見 上 は グリ フォ ン の 閣 
子 の 部 分 が 馬 に 入れ 替わっ た も の で あり 、 また 大 き さ も 普通 の 馬 よ り ふ た まわ り 大 き 
い の で 、 上 記 の 説 に もち それ な り の 説得 力 が ある よう に 思わ れる 。 

し か し 、 称 は この 説 を う の み に する こと は で き な い 。 ま ず 、 体格 が 獄 子 の 数 僅 も あ 
り グ リフ ォ ン と 、 馬 が 交尾 で きる と は と う て い 思え な い 。 そ し て 、 た と え 交 尾 で きた 
と し て も 、 そ の 位 を 普通 の 雌 馬 が 生み 落と せる だ ろう か ? 馬 の 胎 児 よ り は る か に 大 
柄 で 、 し か も 叶 と 釣 爪 を 持つ で あろ う ヒ ッ ポ グリ フ の 仔 は 、 雌 馬 の 子宮 を 傷つけ る に 
人 違い な い 。 

出産 の 問題 に 関し て 「 ヒ ッ ポ グリ フ 三 馬 二 グリ フォ ン 」 論 者 で ある スタ ン ザ ックス 
の ヴェ リ ダ ン は 、 各地 で と きど き 報 告 き され て いる 、 妊娠 中 の 雌 馬 が 腹 を 切り 裂 か れ て 
殺さ れ 、 し か も 胎児 が 盗ま れ て いる と いう 事件 を その 証拠 と し て 挙げ て いる 。 つ ま 
り 、 彼 は 「 ヒ ッ ポ グリ フ は 親 の 腹 を 破っ て こと の 世に 誕生 する 」 と 言い た いら し い の だ 
が 、 こ れ は 証拠 と し て は あま り に も お そま つ で ある 。 な ぜ な ら 、 か の 一 連 の 事件 の 被 
害 者 に は 、 雌 和牛 や 雌 鹿 、 そ し て 人 間 も 含 まれ て いる か ら だ 。 ヴ ェ リ ダン の 説 に 従え 
ば 、 ウ ュー ビー 人 間 二 グリ フォ ン 」 と で も な る の だ ろう か 。 
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遠く か ら 見 れ ば 獅子 に 見 える が 、 尾 の 先端 に は 毒 針 、 そ し て た て が み の 中 央 に は 、 
人 間 に 似 た 顔 が 付い て いる 。 し か も 、 耳元 まで 裂け た 口 に は 鋭い 牙 が 3 列 、 内側 に 傾 
いて 生 を て いる た め 、 一 度 噛み 付か れ た ら ど ちら か が 死ぬ まで 離れ な い 。 非 常に 残念 
な こと だ が 、 こ の お そる べき 獣 は 人 肉 を 好む らし い 。 


peryton 人 りり ドン 

猛 高 類 の 体 に 、 亡 の 頭 と 脚 を 持つ 怪物 。 羽毛 は 青 か ら 緑 。 人 肉 を 好む 。 『 捨 て られ た 
神々 』 が まだ 封印 され て いな か っ た 頃 に は 、 集 団 で 人 間 の 居住 地 を 襲っ た らし い が 、 
現在 で は 棲息 数 が 激減 し て いる 。 そ の た めで あろ うか 、 ペ リト ン が が つて は 大 集団 で 
行動 し て いた こと を 知ら ず に 、 ガ ン ゲ ックス の サフ メー ン は 自 著 『 大 博物 誌 』 で 次 の 
様 な 説 を 2 述べ て いる 。 


四 足 動物 の 脚 ・ 頭 と 、 鳥 類 の 胴体 と いう 組み 合わ せ が ヒ ッ ポ 
グリ フ の それ の 逆 で ある ペリ トシ は 、 EYRTY) TOWF CH 
る 。 こ の 、 鹿 の 頭 を 持っ た 鬼子 が 生ま れ て も 、 親 は 自分 と 同じ 
ヒッ ポ グ リフ で ある と 思い 込ん で 育て る た め に 、 体格 の まっ た 
く 違 う ペ リト ン は 死ん で し まう こと が 多い 。 そ れ で 、 も と も と 
生ま れる こと さえ 稀 な この 動物 を 見 る こと は 、 き わ め て 難し い 
275 
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